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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞
・2/26(火)　看護グループ内研修「多重課題への取り組み」対象:新人看護　
・2/28(木)　看護グループ内研修｢認知症患者様への関わり｣対象:全介護スタッフ　締切:2/25

· 看護グループ内研修はいずれも①11：10～11：40(昼の講義は昼食持参可)②17：10～17：40
場所:病院2階会議室
・3/16(土)　財団啓発講演会「認知症当事者と一緒に過ごして学んでいること」開催

　　　　　　時間:13:30～16:00　場所:すこやか会館(旧ラ･プラザ)　費用:無料

・経過連絡票およびテキスト作成の時間割を更新。各自確認の上、相談し合って作業のこと。

・青山荘利用者様のデイケア保険加入者と加入時期について青山荘（馬渕）へ情報提供して欲しいとの事。

＜利用者様情報＞

・青木　紀子様～薬の副作用か、空腹を訴える事が多く、コーラの本数が増加している。朝食は寝坊なく食べられているとの事。離床のしづらさについて、昨年よりは改善されているようだが、薬を気にかけることが多い。起きられないのは薬のせいだけではないということを、主治医と振り返るが、直後は納得していても、その後もスタッフを替えて訴えている。生活保護費が減額になったと思い込んでいる。青山荘での食事の回数が減った為、支給額が減った事を説明しても理解されない様子である。

・松倉　健一様～月1万円の小遣いでは足りない、姉が金額を上げてくれない、と不満が聞かれている。青山荘スタッフによると、本人の年金額では、月々の青山荘利用料支払いと1万円の小遣いで丁度の金額であり、余裕はないはずであるとのこと。1万円の使途は主に菓子類の様子。

・大下　良悦様～場をわきまえない話しかけ、スケジュールの確認が頻回にあり、スタッフが他メンバーと面談中にも関わらず、突拍子の無いことを話し出すことがある。青山荘では、新人利用者の世話を焼くが、やりすぎと思われる事も多く、介入要しているとの事。

・五日市　規様～うけを狙って話している事があるが、相手に聞こえない声量で話すため、聞き取れないことが多い。プログラム中は真面目に取り組み、何か発言を求めた際には適切な内容で応じている。保清面においては、｢外出はジャージから着替えるようにしている｣など、自分なりに気を配っている様子。自身の感じている事や睡眠状況など、担当スタッフに話すようになってきている。

・中村与一郎様～デイケア終了後、同じデイケアメンバーの交際相手と青山荘へ行き、談話室や娯楽室でテレビを見たりして過ごしているとの事。一緒に過ごした後は相手をバス停に送り届けている。

・船場　幸子様～表情の冴えなさが見られている。以前、疾病教室プログラムにて、将来についての不安を口にしていることがあったが、スタッフが調子について尋ねるも、｢大丈夫です｣｢何でも無いです｣と返答するのみで、特に不調や不安の訴えは聞かれない。

・宮　　陽子様～本日、利用日であるが来所･出欠連絡無い為、本人宅に電話。午前中は不通であったが、昼頃電話に出ている。口調は明るく、体調も良いとの事。来所については｢家のことで忙しいから行けない｣と拒否。｢利用日以外で行ける時に行きます｣と話されるため、利用日外での来所や、利用日で欠席する際には、連絡いただきたい事を伝えている。

・森　　彩子様～昼頃｢午後ヘルパー使うので行きます｣と電話あり。自身のロッカーにトールペイントの道具を置いていきたいとの事。デイケアメンバーに貸し出しても良いトールペイントの道具も、ロッカーを借りてしまっておきたいと話されており、女子ロッカー38番を貸し出すこととしている。まずはスタッフにレクチャーし、スタッフからメンバーに教えていって欲しいとのこと。デイケアは3月から徐々に来所していきたいが、まずは午後のみの来所になるかもしれないと話されている。

・高田　マキ様～他メンバーやスタッフに対して、私服や身体特徴を辛辣にからかったり、嫌がる他者の身体をつねる行為があり、介入要している。相手が不快と感じている事をすることで、自分自身の株も下がることを指摘すると、｢ごめんなさい｣と素直に謝っている。他者とトラブルにならないよう、適宜介入していく。

・植村　廣隆様～プログラム中、他者に私服をからかわれて｢キレそうになった｣と話されている。今回は堪えたが、また同様のことがあれば机や椅子を蹴ったり、相手に手を出してしまいそうだと話されている。手を出してしまう行為は良くないこと、相手にせず堪えた本人を労うと｢まぁそうか｣と言いつつ｢でもしこりが残る｣と話されている。

・平　　康子様～本日より、一週間処方となっている。今後、スタッフとともに薬包に日付を書き、服用後の薬包(前日の就床前薬、当日の朝食後薬)を持参してもらい、確認したスタッフが出欠表に判子を押していくかたちで、服薬チェックを行っていく。

・村上　元道様～日中の倦怠感や眠気について昨日の外来受診にて相談してきたと報告されている。内服による影響ではないと説明を受け、担当医から処方内容を元に戻す事を勧められるが現状のまま様子を見たいと伝え、処方内容の変更は無かった、と報告されている。

・前野　義勝様～定時に来所されており、「入浴のために来ました」と話されているが、夕食を持参し、ギターを弾いたり他者と交流を持ちながら、定時まで過ごされている。今週は毎日来所。生活状況を確認すると「家にいると変な事を考えてしまう」と話され、話をしたいと思って来所しているとの事。生活上の不安や不満をいつでも相談出来る事を説明している。

・八木橋牧雄様～夕食後薬服用時に、臨時薬のみスタッフへ出しているため、定期薬が無い事を指摘。「どれの事？」と内服薬が不足していることに自身で気が付いていない様子。自宅から持ってくることを忘れたと話されており、本日処方された定期薬から1包服用して頂いている。帰宅後自室の薬包を確認するよう説明し、本日報告を受ける事としている。

・柳町　信之様～本日、ナイトケアの欠席連絡あり。入浴状況を尋ねると、2ヶ月間入浴していないとのこと。｢そのうち銭湯に行きます｣と話されているが、外出したついでに来所を促すと｢逆方向だから顔出しは無理｣と拒否。青陽館での入浴も、｢入ったらますます痔が酷くなりそうだから｣との理由で拒否されている。

・其田　淑子様～昨日の外来診察にて、薬の管理方法について検討するよう主治医より指示あり。本日、服薬管理について本人と面談実施。本人と話し合った結果、薬包に日付を記入し、1日分ずつまとめ、小さな袋に1日分ずつ入れて管理していくこととしている。

＜事例検討＞

繋名　和惠様　（49）　主病名：統合失調症　　デイケア利用：毎週水･木

本日の検討事項
目標･計画の見直し

長期目標
再発せず単身生活を目指す。（青山荘→グループホーム）

中期目標
①疾病管理が行える。

②規則正しい生活を送る。

③家事動作能力の向上。

短期目標
①不調を感じた際に自己対処が出来る。

②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。

③炊事・洗濯・掃除を行える。

④迷惑行為なく過ごせる。

実施計画
①不調の原因や兆しを把握し、不調の予防と対処が行えるよう促す。（不調を感じた際は、まず相談・適切な服薬を行い対応するよう促す。）

②水分を摂りすぎ不調に至らぬよう、水分摂取状況を確認する。一日2～3ℓ以内で留めるよう促す。
③些細な不調や私用を理由にデイケアを欠席希望する事が多い為、状況を確認した上で来所可能な様子の場合には来所を促す。

④負担とならない程度の取り組み方法や頻度を検討し、スケジュール表に沿い実施して頂く。出来ている事は評価する。

⑤他者からの苦情の有無を確認し、苦情がある際には自身の言動の振り返りと対策を検討する。

現状
· 幻聴、頭痛、腹痛(吐き気･下痢)を訴えることがしばしばあり、不調になると日課や保清が困難

· 不調に対する対処方法が未熟(精神不調時に頭痛薬を服用するなど)

· 不調時でも、青山荘から青陽館に来所し、デイケアにて静養するクセをつけるよう促している

· 炊事･掃除･洗濯は出来ているが、自発性は病状に左右される

· 青山荘では、計算ドリル、洗濯、片付けを行っている

· 迷惑行為と呼べるほどの所為は見られないが、マイペースなところがある

検討結果
· 目標、計画について、部分的に達成できている箇所もあるが、未だ不十分である箇所も見られることから、目標、計画ともに継続して関わっていく。

· 今後単身生活に向けて、ヘルパーの利用や訪問看護を検討する他、青風荘も選択肢の一つに加えていく。

＜外来情報＞

・冨田　紀子様～口渇あり、レボトミンとタスモリンがそれぞれ減薬となっている。

・山田　健次様～転倒防止の為、リントン、タスモリンが減薬となっている。

・神田　直樹様～主治医より｢脱法ハーブはだめですよ｣と指導受けている。

・佐藤　朗子様～現在、仕事を教える立場にあり、疲れると話されている。

・前野　義勝様～「火災手当てなんか出ても税金で持ってかれる」｢手元に残らない｣と話されている。易怒的となることは無い。

・平　　康子様～1回/週の診察と処方になっている。

・柳町　信之様～入浴していないせいか、異臭がある。







